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コンピュータ・メディア工学専攻
日中ブリッジＳＥ養成特別教育プログラム

近年、情報通信技術の進歩は社会のあらゆる分野にかつてない変革をもたらしています。特に、
社会のインフラストラクチャーとなった情報システムは、ますます大規模になり複雑になってきて
います。そのために情報システムの開発・運用・保守に携わる優秀なソフトウェア技術者の確保は
不可欠です。また、オフショア開発などに代表されるように複数の国にまたがってシステムを開発
することも珍しくなくなりました。したがって、これからのソフトウェア技術者は、歴史や文化は
もちろん、業界や業務について相互に理解しあい国境を越えて活動できる能力が求められています。
日中ブリッジSE養成特別教育プログラムは、こうした人材を養成するために設けられました。こ

のプログラムは、コンピュータ・メディア工学専攻の開講科目に、このプログラムに固有な科目を
追加した構造になっています。このプログラムに固有な科目は経験豊富な実務家により土曜日に集
中して開講されます。また、重要な教育方法として長期インターンシップと合宿研修などを必修科
目として位置づけています。これらにより、本教育プログラムではソフトウェア技術者として必要
な知識やスキルおよびビジネスに使える語学力を備え、日中の架け橋として活躍できる人間性にあ
ふれた実践型ソフトウェア技術者を産学が連携して養成します。

○プログラムの概要

１ 在学期間

日中ブリッジＳＥ養成特別教育プログラムは、本学大学院医学工学総合教育部修士課程工学領域
コンピュータ・メディア工学専攻に設けられたプログラムで、修業年限は原則として２年です。

２ 学位取得要件

修士の学位（修士（工学））は、２年以上在学し、指定された授業科目について30単位以上を修得
し、指導教員グループによる必要な教育・研究指導を受けたうえ、研究成果報告書の審査及び最終
試験に合格した方に授与します。このプログラムでは、養成する人材に鑑み修士論文の提出は求め
ませんが研究成果報告書は修士論文と同等に取り扱われます。

３ 履修基準

授業科目は必修科目と選択科目からなります。必修科目には１年次後期と２年次前期に行う長期
インターンシップＡおよびＢに、このプログラム固有の科目があります。中国語 (日本語) 及び中国
(日本) ビジネス事情特論、中国語 (日本語) 及びドキュメンテーション特論のほかにソフトウェア開
発に必要な知識やスキルを学ぶ科目があります。これは、ソフトウェア開発などの知識や経験がな
くても学べるよう配慮しているからです。また、必修科目として１年次と２年次に実施される合宿
研修及び特別講義があります。この他に、コンピュータ・メディア工学専攻で開講されている科目
も選択科目として履修することができます。ただし、いくつか履修できない科目もありますので履
修に当たっては確認してください。
なお、社会人学生については、長期インターンシップAとBを免除し、指導教員グループの指導

のもとに行う課題研究AとBを課します。

４ プログラム科目（必修科目）

本プログラムでは、次の科目を履修する必要があります。
長期インターンシップＡ (社会人学生は課題研究Ａ)
長期インターンシップＢ (社会人学生は課題研究Ｂ)
合宿研修及び特別講義
中国語及び中国ビジネス事情特論 (日本人学生向け)
日本語及び日本ビジネス事情特論 (中国人留学生向け)
実践的プログラミング特論
データベース及びＤＢＭＳ特論
コンピュータネットワーク及びウェブアプリケーション特論
業界業務知識特論Ａ

５ その他

本プログラムの詳細については、ウェブサイト(http://www.cs.yamanashi.ac.jp/jcbse/)をご覧く
ださい。
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募　集　要　項

本プログラムは、日中の架け橋となって情報システムの開発・運用・保守ができるソフトウェア

技術者を養成する特別教育プログラムです。このプログラムで養成しようとするソフトウェア技術

者となることを希望する、学部の卒業生または卒業見込みの方を対象に「出願書類」の審査及び

「口述試験」による選抜を行います。

なお、入学を志願する中国国籍の方で、出身大学の指導教員または所属長等の推薦書を提出でき

る方については、中国国内において予備面接を実施します。

１ 募集人員

２ 出願資格

日本国籍もしくは中国国籍を有する方で、次の各号のいずれかに該当し、かつ、合格後に入学す

ることを確約できる方

（1）学校教育法（昭和22年法律第26号）第83条に定める大学を卒業した方又は平成22年３月（平

成21年10月入学希望者は、平成21年９月）までに卒業見込みの方

（2）学校教育法第104条第４項の規定により学士の学位を授与された方又は短期大学若しくは高等

専門学校の専攻科を平成22年３月（平成21年10月入学希望者は、平成21年９月）までに修了

見込みの方で、平成22年3月（平成21年10月入学希望者は、平成21年９月）までに同法の規定

により学士の学位を授与される見込みの方

（3）外国において学校教育における16年の課程を修了した方又は平成22年3月（平成21年10月入

学希望者は、平成21年９月）までに修了見込みの方

（4）我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を

修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した方又は平成

22年3月（平成21年10月入学希望者は、平成21年９月）までに修了見込みの方

（5）文部科学大臣が大学院の入学に関し、大学を卒業した方と同等以上の学力があると認めた方

（各省庁の「大学校」等を卒業（修了）した方）

（6）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満

たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了し

た方又は平成22年３月（平成21年10月入学希望者は、平成21年９月）までに修了見込みの方

（7）大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における15年の課程を修了し所定の単位

を優れた成績をもって修得したものと大学院において認めた方

【注】上記の（7）により入学を志願しようとする方については、事前に出願資格の審査を行います

ので、提出書類等について５月20日（水）までに教学支援部入試課に問い合わせてください。

３ 出願手続

（1） 出願期間：平成21年６月15日（月）～６月19日（金）（期間厳守）

ア　本要項添付の「出願用封筒」を使用してください。

イ　持参の場合は、出願期間中の毎日９時から16時30分の間に受け付けます。

ウ　郵送の場合は、書留速達郵便とし、６月17日（水）以前の消印有効とします。

専　　攻　・　プログラム名

コンピュータ・メディア工学専攻
日中ブリッジＳＥ養成特別教育プログラム

募 集 人 員

若干人



出 願 書 類 等 摘 　 　 　 　 　 　 　 　 要

① 入学検定料

30,000円

本要項添付の「指定振込用紙」を使用し、金融機関（銀行又は郵便局）の
窓口において振込んでください。その際「検定料受付証明書」を受領し、「検

定料受付証明書貼付票」に貼り付けて出願書類とともに送付してください。

【入学検定料払込等についての注意事項】参照

国外で手続する方は、【入学検定料払込等についての注意事項】を参照のう

え、海外の金融機関から送金してください。

② 入学志願票

受　験　票

貼　付　票

入学志願票については、別紙様式１（裏面にも）に必要事項を記入してくださ

い。写真は、出願前３か月以内に撮影した正面上半身無帽のものを指定欄に貼

り付けてください。

④ 卒業（見込）

証　明　書

出身大学長等が作成したものを提出してください。

・出身大学長等が作成したものを提出してください。

・出願資格の（2）により入学を志願する方は、学位授与証明書又は学位授与申

請受理証明書を提出してください。

・本学を卒業見込みの方は不要です。

③ 成績証明書

⑤ 志望理由書 別紙様式２を提出してください。

⑥ 研究計画書 別紙様式３を提出してください。

⑦ 入学願書

提出者票・

あて名票

本要項添付のものに、必要事項を記入してください。

⑧ 返信用封筒

⑩ そ　の　他

本要項添付のものに、あて先を明記し、350円切手を貼り付けてください。
持参する方および中国で予備面接を受けた方は不要です。

⑨ 推　薦　書
中国で予備面接を受ける方は、出身大学の指導教員または所属長等の推薦書を
提出してください。

中国人（留学生）で入学を志願する方は、外国人登録済証明書又は旅券の写しを提出してください。
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４ 中国人 (留学生) の出願資格の審査

中国人（留学生）で入学を志願する方については、事前に出願資格の審査を行います。

出願資格の審査に必要な出願書類等（入学検定料を除く。）を取りそろえ、５月18日（月）から５

月22日（金）までの間に必着するよう教学支援部入試課に提出してください。ただし、郵送の場合

は、書留速達郵便とし、５月20日（水）以前の消印有効とします。

出願資格の審査結果は、６月５日（金）までに電子メール等で通知します。

なお、出願時点において「２出願資格」（1）の出願資格で志願する（国費、政府派遣、私費を

問いません。）方については、出願資格の審査を免除します。

また、研究生（国費、政府派遣、私費）で、すでに本学において事前審査等を受けた方につい

ては、免除する場合がありますので、事前に教学支援部入試課にお問い合わせください。

（2） 提出先　：　〒400-8510 甲府市武田四丁目４－３７

山梨大学 教学支援部 入試課

電話　055-220-8046

５ 出願書類等

入学を志願する方は、次の書類等を提出してください。
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【入学検定料払込等についての注意事項】

（国内出願）日本国内で送金する場合

(1) 本要項添付の「指定振込用紙」を使用し、金融機関（銀行又は郵便局）の窓口において振込

んでください。（ATMでの振込は不可）

(2) 振込手続きの際は、必ず銀行等の領収印を押印した「検定料受付証明書｣を受領し、出願時

に「検定料受付証明書貼付票」に「検定料受付証明書」（原本）を貼り付けて、提出してくださ

い。

（国外出願）日本国外から送金する場合

金融機関で検定料：額面30,000円（日本円）を次の要領に従って海外の金融機関から送金し

てください。その際、必ず外国送金依頼書のコピーを願書とともに提出してください。

送金種類：電信送金（Telegraphic Transfer）

支払方法：通知払（Advise and pay）

支払銀行手数料：依頼人負担（Paying Bank Charges If Any, For Sender's A/C）

振込銀行手数料（Paying Bank's Charge）：依頼人負担（Payer Responsibility）

送金金額（Amount）：￥30,000

送金先口座

銀行名（Name of Bank）：

山梨中央銀行武田通支店（The Yamanashi Chuo Bank,Ltd.Takedadori Branch）

住所（Address of Bank）：11-1 Takeda 2chome,Kofu,Yamanashi,Japan

金融機関コード（SWIFT ADDRESS）：YCHBJPJT

預金種別（Account Classification）：普通預金（ORDINARY DEPOSIT）

口座番号：630186

口座名義（Account Holder）：

国立大学法人　山梨大学

（NATIONAL UNIVERSITY CORPORATION UNIVERSITY OF YAMANASHI

4-37 Takeda 4chome,Kofu,Yamanashi,Japan）

※　支払銀行手数料、振込銀行手数料を含む全ての手数料は依頼人が負担してください。

出願書類の提出に当たっては、次の事項に注意してください。

(1) 出願に先だって、希望する指導教員と事前打合せを十分に行ってください。

（指導教員の連絡先については、教学支援部入試課に照会してください。）

(2) 出願書類の受付後は、書類の返却及び入学検定料の返還はしません。

(3) 出願手続等に不明の点があれば、教学支援部入試課に照会してください。

(4) 出願手続後は、記載事項の変更は認められません。

(5) 提出書類の記載事項と事実が相違していることが判明した場合には、入学を取り消すことが

あります。

(6) 中国人（留学生）の提出書類中、英語以外の外国語で書かれた証明書等には、その日本語訳を

添付してください。

(7) 社会人で入学を志願する方は、必ず所属長の推薦書（様式は任意）を提出してください。

６ 選抜方法

入学者の選抜にあたっては、出願書類の審査及び口述試験の結果を総合して判定し、合格者を決

定します。

なお、本募集においては、入学を志願する中国国籍の方で、出身大学の指導教員又は所属長の推

薦書を提出できる方について、中国国内において、入学希望者の予備面接を行います。この予備面
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接を受けた方は、口述試験を免除します。本年度の予備面接の場所、日時、実施方法、必要書類等

については、別途通知します。

(1) 口述試験

志望理由書と研究計画書 (入学後の学習計画でも可) に基づく口頭発表の内容に関して試問します。

なお、口頭発表にはノートパソコンを持参のうえ、プレゼンテーション用ソフトウエア（MS-

Power Point等）を用いてください。

・口述試験時間

(2) 出願書類の審査

７ 試験日時及び場所

(1) 試験日時

(2) 試験場

山梨大学工学部　専攻会議室

（試験開始20分前までに、甲府東キャンパスA-2号館１階ロビーに集合してください。）

８ 合格者の発表

合格者の発表は、平成21年７月17日（金）17時ごろ甲府東キャンパスA-2号館正面入り口に掲示

するとともに、合格者には合格通知書を郵送します（電話等による合否の問い合わせには応じかね

ます。）。

なお、合格者の受験番号をホームページ（http://www.yamanashi.ac.jp）にも掲載します。

９ 入学時期

平成22年度前期学生募集志願者の入学時期については、志願者が入学時期を選択できます。

出願時に、平成21年10月（後期）又は平成22年４月（前期）入学のいずれかから、自分の希望

入学時期を選び、「入学志願票」の入学希望欄に○印を必ず付けてください。

また、出願後は、「入学時期の変更」が認められませんので、ご留意ください。

なお、10月（後期）入学の手続き等について、不明な点がある場合は、教学支援部入試課までお

問い合わせください。

10 入学手続

(1) 入学手続の期日（予定）

専　　攻　・　プログラム名 口頭発表時間

10分

試　問　時　間

20分
コンピュータ・メディア工学専攻

日中ブリッジＳＥ養成特別教育プログラム

試　　験　　日

平成21年７月５日（日）

９時30分～

口　述　試　験

入学時期

平成21年10月入学

平成22年４月入学

入学手続日

平成21年９月17日（木）

平成22年２月14日（日）・２月15日（月）
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(2) 納入金は、入学料282,000円です。

①銀行の窓口において、入学料を振込む際には、振込み手続きを行う方（振込名義人に代

わって保護者等が行う場合にあっては、当該保護者等）の本人確認書類（運転免許証、健

康保険証、パスポートなど）の提示が必要となります。

②入学料は、入学時に改定されることがあります。

また、既納の入学料はいかなる理由があっても返還しません。

(3) 入学手続関係書類は、別途12月下旬までに送付します。

なお、平成21年10月入学を希望する方には、別途通知します。

11 授業料等

(1) 授　業　料

（前期分） 267,900円［年額　535,800円］（予定）

・授業料は、予定額であり、入学時及び在学中に納入金の改定が行われた場合には、改定時

から新たな納入金が適応されます。

・授業料は原則、口座引き落としとなっています。手続については、別途案内します。

(2) その他の経費　　

学生教育研究災害傷害保険料等の経費が必要です。

12 長期履修制度

本修士課程（工学領域）では、長期履修制度を実施しています。

この制度は、職業を有している等の理由により学習時間が制限される方のために、標準修業年限

（２年）を超えて一定期間（最長４年）にわたり、計画的に教育課程を履修し課程を修了すること

ができる制度です。履修すべき総単位数は、２年で修了する場合と同じですから、年間の時間的負

担が軽減されることになります。

本制度の手続き等については、教学支援部教務課工学部教務グループ（大学院担当）へ問い合わ

せてください。

13 その他

奨学金を希望する方は、合格者発表後、教学支援部学生支援課（電話 055-220-8053）へ問い合わ

せてください。

14 講座内容

主な授業科目

日本語及びドキュメンテーション特論

中国語及びドキュメンテーション特論

実践的プログラミング特論

データベース及びDBMS特論

コンピュータネットワーク及びウェブアプリケーション特論

指導教員

教　　授　　新藤　久和

教　　授　　茅　　暁陽

准 教 授　　鈴木　智博

准 教 授　　渡辺　喜道

准 教 授　　美濃　英俊

主な研究の題目

ソフトウェア品質管理

コンピュータグラフィクス

高性能計算

ソフトウェア開発工学

分散並列処理
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山梨大学（甲府キャンパス）案内図

甲府駅下車、北口から徒歩約20分

甲府駅下車、北口からバス（武田神社、積翠寺行き）で約５分　山梨大学下車

構内には駐車場がありませんので、電車、バス等の

公共交通機関を利用してください。




